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本書は、OECD 開発センターの主催で 1974 年 9 月に開催された、低コスト技術に関す

る国際会議を契機に、その際の発表内容等をもとにまとめられた各論部分(第 2部)と、それ

をふまえて、編者のジェキエールが、適正技術の課題と展望を包括的に論じた部分(第 1部)

とから成っている。 

第 1部ではまず、開発や援助への幻滅とともに、工業社会の未来への疑いの高まりが、

適正技術への関心を強めた二つの要因とし、それぞれの地域の人々の潜在的能力や土着的

要素も生かした、内発的な発展を重視する論が展開される。ただ、それは単なる「下から

の開発論」ではなく、革新をもたらす主体は多様であり、外部からの強制的な力によって

も生じるとしている。 

ついで、適正技術を広げていく手段として、ハンドブックの出版やコンサルテングサー

ビスなどの情報サービスが行われているが、その内容、アクセス、情報を受ける側の能力

の問題などがあり、効果を発揮するのは容易でないことを指摘する。大学でも適正技術に

関心を持つところはふえているが、適正技術の開発と実践においては職人や技能者の役割

が大きいのに対し、大学の既存の価値観ではそれは無視されやすく、研究の評価方法を変

える必要があること、また、研究者がコミュニティの現場へ入っていくことや、開発途上

国の課題に気づかせる教育を行うことの重要性をあげている。 

適正技術を用いた新たな産業の創出にあたっては、革新をもたらす起業家の存在が重要

であること、協同組合的組織の得失、政府が阻害要因を除去すべきこと、既存の伝統技術

や近代技術に競合できなければならないことを指摘している。 

そして、政策の問題については、適正技術は、開発途上国がその主権を確保する契機と

もなりうるものであるが、まだ適正技術に関する政策は定まっていないとし、伝統的な技

術と近代技術のダイナミズムを保持しつつ、革新を進めていく政策を求めている。 

第 2部は、適正技術に実践的に取り組んでいる論者による各論で、論者は地域的には、

欧米、アフリカ、南アジア、東南アジアにおよび、テーマとしては、低コスト技術や中間

技術全般、情報サービス、小産業育成、ソーラーポンプ、水の浄化フィルター、食品加

工、製造業と多岐にわたる。当時の、適正技術の実践・議論の隆盛と広がりを見ることが

できるものである。 

このように、70年代の中盤において、OECD開発センターのようなメジャーな国際機

関が、適正技術の開発と普及をいかに進めるか、という観点から、その課題と展望を真摯

に論じていることは注目に値する。その解析は、持続可能な社会の形成が切に求められて

いる今日においても、多くの示唆を与えるものだ。問題は、その後の適正技術の流れが、

なぜここであげられているような展望のとおりに進まなかったかということである。                                                      

(田中直) 
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